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異形鉄筋を含んだ高強度コンクリートコアの力学的特性に関する検討
その1　実験計画およびフレッシュコンクリートの性状
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通強度から高強度領域のコンクリートに対して、材
齢 2 8 日および材齢 9 1 日における無筋コア供試体に
対する鉄筋を含んだコア供試体の補正係数を求める
と伴に力学的特性の把握をするために検討を行った。
3 . 実験の概要
( 1 )実験の要因と水準
　実験の要因と水準を表 2 に示す。対象とした供試
体は，水セメント比を 55，45，35および 25％(以下 N-
55,N-45,N-35および N-25と称する )の 4水準で練り混

1 . はじめに
　一般的に、鉄筋コンクリート構造物の強度確認な
どのために構造物からのコア供試体の採取を行なう
場合、事前に鉄筋探査機により、鉄筋位置の確認を
行うので、従来に比べて鉄筋を切り取ることは少な
くなってきている。しかし、鉄筋探査機の深さ方向
への探査範囲は限定されていること、結束線などの
金属の影響などによる誤差 1 ) が考えられることなど
から、切断した鉄筋を含んだコア供試体が採取され
る事例も生じることがある。そのため、東京都都市
計画局では，普通強度のコンクリートを対象として
鉄筋を含んだコア供試体強度の補正係数 2 )( 以下，東
京都補正係数と称する) を示している。また、平賀･
毛見 3 ) および田村ら 4 ) は，普通強度における鉄筋を含
んだコア供試体の力学的特性について検討を行なっ
ているが，近年の高強度コンクリートに対応した更
なる研究は行われていない。
　本研究は、異形鉄筋を含んだ高強度コンクリート
の力学的特性を把握するために行ったものである。
2 . 既往の研究と本研究の関係
　既往の研究の概要を表 1 に示す。日本において、鉄
筋を含んだコンクリートコアの圧縮強度に関して平
賀･ 毛見ら 3 )と田村ら 4 )の研究が代表的である。いず
れの研究も、実際の構造体コンクリートの強度を確
認するために行われており、現在の JIS A 1107「コ
ンクリートからのコア採取方法及び圧縮強度試験方
法」に大きな役割を果たした。当時に検討されたコ
ンクリートは、W/C=40 ～ 70% であり、普通コンクリー
トと軽量コンクリートである。また、コンクリート
コアに含まれる鉄筋の種類や寸法は、現在使われて
いるものとほぼ同様なものである。これは、構造体
コンクリートからの採取を壁やスラブとしているた
めと考えられる。しかし、この頃の壁厚は、1 0 0 ～
1 5 0 m m が多かったために、試験体から採取したコア
供試体の高さと直径の比が 1 . 5 0 ～ 1 . 0 0 となってい
る。さらに、試験体の養生方法 , 材齢および基準と
した考え方が、最近のコンクリートの特性と整合し
ているかは不明である。
　そこで、本研究は、水セメント比が 2 5 ～ 5 5 % の普
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ぜたコンクリートを用いて作成された小試験体から
異形鉄筋を含んだコア供試体および無筋コア供試体
を 3 本採取した。標準養生供試体は、小試験体を作成
するときに併せて作成した。また、圧縮強度試験方
法は J IS  A 1108, 小試験体からのコアの採取方法およ
び圧縮強度試験方法は JIS A 1107による。
( 2 ) 小試験体の概要
　小試験体の概要を図 1 に示す。小試験体は、φ 1 0 0
× 200(mm)のコア供試体が3本採取できるW200× H200
× L 500(mm) の大きさとし、無筋コア供試体および異
形鉄筋を含んだコア供試体を採取した。異形鉄筋を
含んだ小試験体の配筋は、床および非耐力壁を想定
した配筋方法とし，図中に示す a ) , b ), c ) , d )( それぞれ
シングル配筋 , ダブル配筋 , シングル交差配筋 , ダブ
ル交差配筋とする) の配筋とした。使用した異形鉄筋
は、JIS G 3112に定められる D13(SD295A)とした。
　小試験体へのコンクリートの打込みは，2 層打ちと
して、いずれの試験体とも 3 箇所の同一位置にφ 4 0
の 100V棒状バイブレータ(振動数:12,000～ 15,500Hz)
を各 5 秒挿入し、ゴムハンマで側面の型板を 1 0 回叩
くことにより締固めた。
　標準養生供試体および小試験体は、打込み直後に
上端をポリエチレンフィルムで覆うことにより水分
の蒸発を防止し、型枠の脱型を 4 8 時間後とした。ま
た、養生方法は、標準養生供試体および小試験体と
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表2　実験の要因と水準

因要 準水
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55-N 81 ± 0.2 0.71 - 0.82 × 5.72

5.4
± 5.1

6.3
54-N 12 ± 0.2 0.22 - 0.73 × 0.63 8.4
53-N - - 05 ± 5.7 0.15 × 5.05 8.3
52-N - - 06 ± 0.01 0.16 × 5.16 4.5

表3フレッシュコンクリートの性状

も養生条件を同一とするため、2 0℃± 2℃水中養生槽
へ所定の材齢まで浸漬させた。なお，コアの採取は、
圧縮強度試験の 2 日前に行い試験前まで同様の養生
とした。
( 3 ) フレッシュコンクリートの性状
　フレッシュコンクリートの性状を表 5 に示す。全
ての調合において、スランプ , スランプフローおよ
び空気量は，高性能 A E 減水剤の使用量を調整するこ
とにより目標値を満足した。
4 . まとめ
　本報告では、フレッシュコンクリートの性状につ
いて検討した結果、すべての調合において満足する
結果となった。
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図1　小試験体の概要

a ) シングル配筋 b ) ダブル配筋 c ) シングル交差配筋 d ) ダブル交差配筋
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